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龍ヶ崎労働基準監督署（署長 岡本 新吾）は、年末年始労働災害防止強化運動実施期間

中の令和７年１２月２５日に、稲敷郡美浦村にある日本中央競馬会美浦トレーニング・セン

ター（以下、「美浦トレセン」）にて、午前７時からの調教時間に合わせ、安全パトロール

を実施しました。 

今回のパトロールでは、競走馬の調教及び労働者への安全対策についての確認を行いまし

た。パトロール当日は、早朝であったこともあり、霧がかかり、前方が見づらい状況でした

が、霧の状況に応じた調教方法、対策を講じていることを確認しました。 

パトロールの途中、安全衛生委員長の栗田調教師から「癖のある馬の行動は予測しにくい

傾向がある。そうした馬の対処は、労働者１人に任せるのではなく、複数名で分担して行う

などの配慮をすると労働災害が減ると思う。」とのお話がありました。 

講評では、岡本署長から、「労働災害の多い厩舎と少ない厩舎があるので、美浦トレセン

内で良好な安全衛生活動について、水平展開をしていただきたい。また、年末年始は忙しい

時期であり、労働者も疲れており、労働災害が多くなる傾向があるので、安全衛生管理をよ

り引き締めていただきたい。」と呼びかけました。 

 

 

＜担当部署＞ 龍ヶ崎労働基準監督署 安全衛生課 電話：0297-62-3331  

龍ヶ崎労働基準監督署が日本中央競馬会美浦トレーニン

グ・センターに対し、安全パトロールを実施しました！ 

 

 

 

 

同でトロールを実施！ 

フォトレポート 

一般社団法人日本調教師会関東本部藤田総務係長（左側）から

馬場内の調教内容の説明を受ける岡本署長（右側） 


